
目的：アカマツ需要拡大

用途：床、テーブル天板など

要求される事項問題点

○表面の硬度増加
○化粧性の維持
○簡易な製造方法

○早晩材の硬度差
○軟質な早材部
○輪生節

単板を調製

塗装切削

積層・接着煮沸
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図　アカマツ単板積層塗装材の硬さ分布

10

15

0

5

10

15

0

5

図　アカマツ板目の硬さ分布

軟　←　硬さの度合い(ブリネル硬さ(N/mm2))　→　硬
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アカマツ表面硬化材の商品化

性能 商品

目的 製造方法

アカマツの表面硬化技術

用途別の適正な硬度付与

1　はじめに
　アカマツ材の表面硬化技術を開発するため、岩
手県と県内企業による共同研究を行った。
2　方法
　以下の分担で研究を行った。

3　性能
　アカマツ表面硬化材は広葉樹（ブナ以上）並の硬
さであった。
4　成果と今後の進め方
　共同研究によりアカマツ表面硬化材の商品化に成
功した。また、商品は大手事務機器メーカーの部材
として、公共施設のテーブル天板に使用された。
　今後は、効率のよい製造方法を目指して、さらに
研究を進めていく予定である。

商品化されたテーブル天板
（現在特許出願中）

アカマツ単板積層塗装
材平均値(24.9)

県林業技術センター：

県工業技術センター：
県内企業：

単板積層材の製造条件、表
層および基材硬度の評価
塗装条件、表面硬度の評価
デザイン、商品試作
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